
④トリップカウンター表示について

①操作パネルの名称とはたらき ⑤エラー表示一覧
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※液晶モニターのバックライトは操作パネルの
  スイッチを押した後30秒間点灯します。

※トリップカウンターのリセットは可能ですが、開閉回数はリセットできません。
  また上限カウント回数は「59999」までです。それ以上はカウントできません。

②液晶モニターの表示

③運転モードロックについて

液晶モニターは門番の運転状態を表示します。
異常が発生時はエラー番号を表示します。
(エラー番号と内容はエラー表示一覧を参照のこと）

(表示例)

 

 

ＥＣＯモード有効/無効

運転モードロック

シート位置

開閉回数

運転モード

 

 

トリップカウンター





表示中はＥＣＯモード有効。

表示中は選択中の運転モードに固定
(非表示：モード切替可能)

③ 開スイッチ

① 液晶モニター
門番の運転状態のほか異常時にエラー内容を表示します。

② 確定スイッチ
門番の機能設定などに使用するスイッチです。

スイッチを押すとシートが上昇します。

④ 自動/手動切替スイッチ
門番の運転モードを切り替えるスイッチです。

⑤ 停止スイッチ
スイッチを押すとシートが停止します。

⑥ ＥＣＯモードスイッチ
ＥＣＯ(エコ)モード有効/無効を切り替えるスイッチです。

⑦ 閉スイッチ
スイッチを押すとシートが下降します。

⑧ 非常停止スイッチ(注文仕様) 
スイッチを押すと緊急停止し、操作を受け付けなくなります。
操作後は停止スイッチを３秒以上押し続けるか、ブレーカー
を一旦ＯＦＦし再びＯＮすると復帰します。
安全を確認のうえ操作してください。

自動車のトリップメーターのように一定期間の門番の運転回数をカウントできます。

トリップカウンターリセット :

トリップカウンター表示／非表示 :

開閉回数(トリップカウンター)表示時中       スイッチを押す確定

停 スイッチを「ピッ」と音が鳴るまで押し続ける

※ 運転モードロックが有効の場合は　   　　　と表示されています。この場合　　　 　スイッチを押しても

   モードが切り替わりません。下記操作にて解除をおこなってください。

自
手

運転モードの
ロック／解除

自動モードのロック/ロック解除:

を押しながら　　 ＋　　　を押す。開停 自
手手動モードのロック/ロック解除:

停 を押しながら　　 ＋　　　を押す。自
手

閉

液晶モニターに表示されるエラーと原因について

エラー番号































エラーの概要と考えられる原因

ドライバ内部電圧の低下
入力電圧の低下

電源部の出力電流が安全制限限界値を超えた場合
モータ線の短絡、電源部の故障

安全制限値に近い値のモータ電流が５秒以上流れた場合
シートに負荷がかかっている

ブレーキ線断線・接触不良

一定方向に17秒以上動作した場合
モータ線の断線、コネクタ抜け

回生駆動回路異常または何らかの障害

モータからのセンサー入力状態異常
センサーケーブルの断線

ドライバ内部データの異常
外来ノイズなどによる障害

外部装置からの異常信号入力または何らかの障害

ドライバＣＰＵの異常検出
外来ノイズなどによる障害

非常停止スイッチが操作された場合

開閉頻度が多いなどによる回生抵抗の異常温度検出

開閉中に動作が2秒以上停止
モータ線接続不良、シートのロックなど

ドライバ内部の電圧上昇
下降時の負荷が過大で回生電力が処理できない

モータの指令速度と実際の速度が異なる
モータ不良・過大な負荷により異常減速









過大な負荷による駆動回路の異常温度検出

モータ内部・ケーブル部等の断線
モータ線コネクタ部の接触不良

上下限位置の誤設定(逆転または同位置など)

ＥＣＯレベル位置の誤設定(下限以下での設定など)

表示メッセージ







































処置しても復旧しない場合や、頻繁にエラーが発生する場合は取扱店へ連絡してください。

エラー表示された場合、原因を取り除いた後に停止スイッチを２秒以上長押しすることで解除できます。

解除後、一旦電源ブレーカーをＯＦＦにし、表示部が消えてから再度電源ＯＮして復帰してください。

液晶モニターに表示される入力チェック内容について

表示番号































表示メッセージ 入力機器の状態

１点・ひもスイッチがON

起動センサー１が検知

起動センサー２が検知

起動センサー３が検知

光電管センサー１が検知

光電管センサー２が検知

光電管センサー３が検知

光電管センサー４が検知

３点スイッチの開がON

３点スイッチの停止がON

３点スイッチの閉がON

インターロック入力がON

インターロック解除信号がON

下端タッチセンサーA入力がON

下端タッチセンサーB入力がON





























自動モード入力がON

手動モード入力がON

緊急開放入力がON

無線スイッチの開がON

















無線スイッチの停止がON

無線スイッチの閉がON

スマートインターロック入力がON

















確定

開

停

閉

複数の機器がＯＮしている場合は１秒毎に切り替わります。表示中に　　  を押すと止まり

　　　　　を押すと入力内容が切り替わります。使用していない機器がＯＮ状態の場合、

コントローラー内部の短絡線などが外れていることが想定されます。

お買い上げの取扱店にご連絡ください。

     を３秒以上押し続けると、現在作動中の機器の状態を液晶に表示します。

⑥入力チェック表示一覧

液晶表示例

⑦故障かな？と思ったら

門番が動かない場合は、まず最初に電源を確認してください。

コントローラー内のブレーカー及び一次側のブレーカーが「ＯＮ」になっている事を確認してください。

その他症状における確認事項と対処

シャッターの状態 ポイント考えられる原因 対処方法

運転モードの固定を解
除することで切替可能
になります。

シャッターが
全開しないＱ５

手動／自動モ
ードが切替で
きない

Ｑ６

ＥＣＯモードが有効に
なっている

運転モードがロックさ
れている

ＥＣＯモードスイッチ
を押して解除してくだ
さい。

液晶にと表示され
ている場合はＥＣＯモ
ードが有効になってい
ることを示します

液晶にと表示され
ている場合は運転モー
ド固定されていること
を示します

Ａ８

Ａ９

液晶に [] と表示されバックライトが点滅することがあります。これは定期点検を実施

する開閉回数に達したことをお知らせしています。警告表示は　   と     ボタンを３秒以上押し

続けることで解除できますが、解除後は定期点検実施のためお早めにお買い上げの販売店にご連

絡ください。

確定 停

シャッターが
開いたまま閉
じない

何も無いのに
反転上昇を繰
り返す

シャッターの状態 入力チェックモードでの
確認・液晶表示内容

考えられる原因 対処方法

光電管センサーの光軸
が物体を検知している

光電管センサーの光軸を
遮る物体がある場合は取
り除いてください

障害物がある場合は取り
除いてください

障害物が無い場合は光
電管センサーの光軸ズ
レが発生している

起動用センサーの検知
エリア内に風により揺
れ動く物体などがある

下降中のシートを光電
管センサーが検知し反
転している

光電管キャンセル位置設
定により対処可能。

光電管センサーの光軸調
整が必要の場合ご連絡く
ださい









（いずれか１つ又は複数表示）









（いずれか１つ又は複数表示）

スイッチの状態を確認の
うえ修理が必要な場合は
ご連絡ください

（いずれか１つ又は複数表示）






いずれも表示しない場合

～



現場の安全面を確認する
必要がありますのでご相
談ください

床面と検知物体の色を変
える等反射率を変化させ
てください

Ｑ２

電源は入って
いるが全く動
かない

Ｑ３

起動用センサー
が検知しないＱ４

Ｑ１

Ａ１

Ａ２

Ａ３

Ａ５

床面と検知する物体の
色(反射率)が類似して
いて検出できない

Ａ７

３点スイッチの停止が
何らかの原因で押しっ
ぱなしになっている

Ａ６

シャッターが動かない場合の確認事項と対処Ｑ＆Ａ

下降信号入力継続中、光電管検知
で反転上昇後上限にて停止

操作設定マニュアル KVコントローラー
(G109・119型、G209・219型、R型)CD : M76642006000005 Ver ： hg_sml_com_kv_151001



設定項目 設定スイッチ 表示番号 表示項目

－位置設定時のポイント－

開
閉

＋ ＋ ＋開
自

手
閉

ECO
モード

　　 を押しながら　　　　　　　　　　　　　 　　　　を２秒以上押します。停

　　　を押している間ゆっくり動作、手を離すとその場で停止します。
　　　３秒以上押し続けると動作速度が速くなります。

「ピー」というアラーム音が鳴り、 位置設定モードに切り替わります。

液晶モニター表示



運転モードに復帰するには、再度同じ操作をしてください。

下端部断面イメージ

③ＥＣＯレベル

①上限停止位置

用途や通過する
物体の高さに応
じて設定

④光電管センサー
キャンセル位置

シートを検知し
反転上昇を防ぐ
ため設定

※設定位置以下は
  光電管センサー
  検知不可

巻き取りボックス下
シート下がり寸法

②下限停止位置

下端シートが床に隙
間無く接触しシート
に弛みの無いこと

G109･209/G119･219型: 70㎜
R109～409型:100mm
R30W・40W型:100mm
 　　RF50型:200mm

①上限停止位置の設定操作

②下限停止位置の設定操作

閉＋確定







設定したい位置で

＋確定 開設定したい位置で

③ＥＣＯレベルの設定操作





＋確定 ECO
モード

設定したい位置で

⑩位置設定モードの概要

位置設定モードへの切り替え操作

④光電管センサーキャンセル位置の設定

※上記は光電管センサー１キャンセル(端子台TB1 32･33接続分)の場合です。その他のセンサーは下表を参照してください。

設定したい位置で 開
自

手 ＋

光電管センサー２キャンセル位置(端子台TB1 34･35接続分)
自

手 ＋ 停

光電管センサー３キャンセル位置(PHB基板接続分) 自
手

閉
＋




 

 

 光電管センサー４キャンセル位置(PHB基板接続分)
自

手 ＋ ECO
モード

センサー番号が不明な場合は、裏面の「入力チェック表示一覧」の機能を使用することで番号を確認できます。

⑪コントローラーの概要

基板端子台・コネクタ接続図
コネクタ種別(標準使用箇所)

CN1：モータ線用

CN2：モータセンサー・ブレーキ線用

CN14：操作基板用

注文品接続用

CN12：光電管センサー増設基板用

CN13：リモコンスイッチ用

CN16：リレー基板用

起
動
セ
ン
サ
１

１
点
・
プ
ル
ス
イ
ッ
チ

１
点
・
プ
ル
ス
イ
ッ
チ(

手
動
・
自
動)

３
点
ス
イ
ッ
チ

上
昇
停
止
下
降

非
常
停
止

ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

中
央
セ
ン
サ

下
端
タ
ッ
チ
セ
ン
サ
ｂ

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
入
力

緊
急
開
放

自
動
モ
ー
ド
切
替

こ
の
ジ
ャ
ン
パ
線
は
外
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

手
動
モ
ー
ド
切
替

異
常
信
号

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
解
除

下
端
タ
ッ
チ
セ
ン
サ
ａ

起
動
セ
ン
サ
２

起
動
セ
ン
サ
３

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
モ
ニ
タ
ー

(

自
動
の
み)

光電管ｾﾝｻ1光電管ｾﾝｻ1

光電管ｾﾝｻ2
投光受光

投光受光

光電管ｾﾝｻ2

一次側電源入力
１φＡＣ２００Ｖ

ブレーカー

アース

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
出
力

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
出
力

上
限
出
力
ａ

上
限
出
力
ｂ

共
通

下
限
出
力
ａ

下
限
出
力
ｂ

共
通

回
生
出
力

回
生
出
力

リレー基板
設置位置
（注文品）

光電管PHB基板
設置位置
（注文品）

はジャンパ線(短絡)を示します。
機器接続時は外して接続します。
接続しない場合外さないでください。

PHA型 PHA型

PHA型 PHA型

⑧機能設定モードの概要 ⑨機能設定項目一覧

警告

機能設定は、現場での用途や開閉頻度・通過する物体などを確認したうえで行ってくだ
さい。上昇速度は対象型式と大きさ、モーターの能力バランスにより設定できない場合
があります。下降速度を上げると接触事故の可能性が高まります。
検討のうえ設定を行ってください。

機能設定モードへの切り替え操作

 ※　　　 の ～ は初期値設定のまま使用してください。設定変更されると誤動作することがあります。

表示番号 表示項目 項目の説明初期値







































































































―

―

―











































上限停止時間　0～30秒 設定

上昇速度設定　型式に応じた上昇速度から選択

下降速度設定　型式に応じた下降速度から選択

光電管センサーキャンセル設定　ON/OFF 選択

表示灯点灯パターン設定　AT/MA/AT&MA 選択

インターロック運転パターン設定　7パターン選択

起動用スイッチ動作設定　ｼﾞｺﾎｼﾞ/ｵｼｷﾘ 選択

下降前警告時間設定　0～30秒 設定

リモコンスイッチ種類設定　1ﾃﾝ/3ﾃﾝ/1ﾃﾝECO/3ﾃﾝECO

光電管センサー３設定　ﾕｳｺｳ/ﾑｺｳ 選択

光電管センサー４設定　ﾕｳｺｳ/ﾑｺｳ 選択

3点スイッチ停止接点選択　aｾｯﾃﾝ/bｾｯﾃﾝを選択

カウントダウン時間設定　0～9秒 設定

カウントダウン後下降開始遅延設定　0～1秒 設定　

警告ブザー時間設定　0秒～30分 設定

モータトルクの設定　80%/90%/100% 選択

障害物検知の動作設定 ﾃｲｼ/0.0s～1.0s(0.1s単位) 選択

下限以外からの上昇及び反転上昇の中速速度設定

警告ブザー停止タイマー設定　ﾕｳｺｳ/ﾑｺｳ 選択　

障害物検知の有効範囲設定
G109･209/G119･219型は ｼﾞｮｳｼｮｳｶｺｳﾕｳｺｳ を選択

言語設定　JPN/ENG 選択

起動用センサー検知遅延　0～15秒 設定

ECOモードの動作設定　1～5 選択

カウントダウン機能・スイングレール機能切り替え

上昇中における障害物検知の感度設定　0～300%

下降中における障害物検知の感度設定　0～300%













主な機能設定方法について
※他の設定内容については右記の機能設定項目一覧を参照ください。



　　

設定値

確定＋自
手　　 を押しながら　　　　　　　　 を２秒以上押します。停

「ピー」というアラーム音が鳴り、機能設定モードに切り替わります。

液晶モニター表示

運転モードに復帰するには、再度同じ操作をしてください。

設定項目の切り替えは　　　　　　
開

閉確定 ECO
モード

を使い、設定値は　　　　　　で変更できます。または

（次項目へ） （前項目へ）

設定項目

希望の設定値で　　　を押すと点滅が止まり値を記憶します。確定

設定値を変更すると数値が点滅します。



　　
型式設定は対応型式に設定してください。但し、次の
型式については下記の型式にて設定してください。
G109･119 → GF05/10 、G209･219 → GF15-21 
出荷時､型式設定済み。部品手配分はKV11/R109で出荷

各設定変更後に通常運転時の状態をコントローラーに記憶させることをいい、一度シャッターを開閉させること
で完了します。設定完了後は必ずサンプリングを行い、運転確認をしてください。

 ※Gシリーズのみに必要な動作です。
   サンプリングを行わないと手動モードから自動モードに切り替わりません。

＊サンプリングとは

●ECOモードの設定パターンとスイッチの関係

光電管センサーキャンセル機能の有効/無効を設定。（光電管センサーキャンセル位置設定は下記の位置設定モード参照）

この機能を使用する際は、2台または3台の門番間でインターロック配線を行います。

●インターロック運転設定 表示番号（　　　）

●光電管センサーキャンセル機能の有効/無効設定 表示番号（　　　）

表示番号（　　　）

リモコンスイッチをECOモードで使用する場合は、機能設定でリモコンスイッチの種類設定を行なってください。

リモコンの種類設定()で、設定値（）または（）のいずれかに設定します。

動作モード設定値

自動のみ ECOレベル

ECOレベル

全開

ECOレベル

ECOレベル

ECOレベル

全開

全開

ECOレベル 全開

自動のみ

自動・手動

自動・手動

コントローラー
開スイッチ

3点スイッチ
開

１点スイッチ
入力

センサー入力
１

センサー入力
２









ECOレベル ECOレベル全開 全開自動のみ

センサー入力
３













設定値表示 設定内容

インターロック無効

自動：インターロック動作 ／ 手動：解除

手動：インターロック動作 ／ 自動：解除

自動/手動どちらもインターロック動作

設定値表示 設定内容

自動：スマートインターロック動作 ／ 手動：解除

自動：３台インターロック動作 ／ 手動：解除

自動/手動どちらも３台インターロック動作

●上昇・下降・安全速度の動作速度設定について
現場状況にあわせ速度の設定が行えます。
※速度設定は安全の為お客様と打ち合わせの上調整してください。

F05 上昇速度設定
0.3～ 3.2m/s:0.1m/s単位にて設定 (型式に応じ設定できる上昇速度を表示 )

0.3～ 1.5m/s:0.1m/s単位にて設定 (型式に応じ設定できる下降速度を表示 )

F06 下降速度設定

F26 安全速度設定(中速設定)
センサー検知時の反転上昇、下降位置以外からの上昇について
0.3～ 1.5m/s:0.1m/s単位にて設定 (型式に応じ設定できる中速度を表示)


